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　1980年代から90年代にかけ、多く

のスター選手を擁して黄金時代を築

いた西武ライオンズ。その中心にいた

のが、“ミスター・レオ”こと石毛宏

典さん。40歳まで16年間にわたり現

役生活を送り、引退後も独立リーグの

立ち上げ、石毛野球塾での子供たち

への指導など、様々なカタチで野球界

に貢献されています。野球人生を振

り返り、現役時代のプレー同様に熱く

語っていただきました。（2014年5月

21日インタビュー、文責編集部）

意地で続けた野球
　小学校時代、単なる遊びで始めた
野球。中学で野球部を選んだのも、一
番遅くまで練習している部だからと
いうのが理由だった。
　「早く帰って野良仕事を手伝わされ

るのが嫌だったし、苦労の多い母の

辛そうな顔を見るのも嫌でした。市

立銚子高校に進んだのも、先生の勧

め。銚子で野球といえば銚子商業で

すが、市立銚子は有望な生徒を集め、

学校を挙げて野球部を強くしようと

していた時期。朝、始発で学校に行き、

授業のあと日の暮れるまで練習して

終電で帰る、そんな毎日でした」

　3年生の夏、市立銚子は千葉県大会
の決勝まで進むが、宿敵・銚子商業に
敗れ涙を飲む。その年、ロッテから
ドラフトで指名を受けるが…
　「野球で生きていく気はなく、就職

活動の一環で訪問した企業に気持ち

は傾いていました。でも、県予選を視

察していた駒澤大学の太田誠監督が

スカウトに来られたんです。家の経

済的な事情もあって最初は断ったん

ですが、熱心に誘われ、最後には兄貴

が『そんなに才能があるなら、俺が働

くからコイツを行かせてやってくれ』

と親父を説得してくれたんです。駒

澤大学時代は、文字通り野球漬け。授

業にほとんど出られず、教員になる

夢も諦めました。日々、寮とグラウン

ドの往復で、着るものといえばユニ

フォーム、ジャージ、パジャマだけで

したね」

　そんなに好きではなかった筈なの
に、なぜずっと野球部に籍を置き、厳
しい練習、時に理不尽な先輩後輩の
タテ社会に耐えることができたのだ
ろうか。
　「私は今に至るまで、野球を好きに

なったことは一度もありません。た

だ、理由は何であれ自分で決めた以

上はやめられない。練習がキツイか

らやめる、体罰が嫌だからやめる、そ

んなのカッコ悪いし、みっともない。

意地でしょうね」

　東都大学リーグで6度のベストナイ
ン、歴代3位の通算114安打という結
果を残し、卒業時にはアマチュア球界
の“超目玉商品”としてプロ球界から
誘われたが、頑として動かず社会人野
球の名門プリンスホテルへと進む。

24時間野球漬けの
現役時代

　「社会人野球で10年ほど選手をし、

そのあと3 〜 4年そこの監督をして

最後は母校・駒澤の監督になる、そん

な青写真を勝手に描いていました。

それが、プリンスホテルに入って2年

目、東京で開催されたアマチュア野

球世界選手権大会の後、父親からの

プロ入りの勧めもあり、悩みに悩ん

だ末、もしプリンスホテルと同じ西

武グループの西武ライオンズに指名

石毛宏典  Hiromichi Ishige

1956年、千葉県生まれ。’75年、銚子市立銚子
高校卒業。’79年、駒澤大学経営学部卒業、プ
リンスホテル入社。’81年、ドラフト1位指名
を受け西武ライオンズ入団。’86年、シーズン
MVP。’88年、日本シリーズ MVP。日本シリー
ズ17試合連続安打は歴代1位。’95年、FA宣言し、
福岡ダイエーホークスに移籍。’96年、現役引
退。’97年、アメリカ メジャーリーグのロサン
ゼルス・ドジャースへコーチ留学。’98年、ダイ
エー 2軍監督に就任。’02年、オリックス・ブルー
ウェーブの監督に就任。’04年、㈱ IBLJ 代表取
締役に就任。四国アイランドリーグ設立。’07年、
㈱ビーユーコーポレーション設立。石毛野球塾
始動。’08年、城西国際大学客員教授に就任。

● 石毛宏典（元プロ野球選手・監督）●
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されたらプロに行く、という結論を

出しました。社会人生活2年間で西武

という企業が好きになったからです」

　ドラフトのくじ引きの結果、西武
への入団が決まり臨んだ1981年のパ・
リーグ開幕試合の対ロッテ戦。“マ
サカリ投法”の村田兆治投手から4打
数3安打1ホームランと華々しくデ
ビュー。この年、ルーキーとしては長
嶋茂雄以来の3割を打ち、文句なしの
新人王。以後、’94年まで西武に在籍
し、リーグ優勝11回、日本一8回、個
人としてはベストナイン8回、ゴール
デングラブ10回、パ・リーグ＆日本
シリーズ MVP、パ・リーグの野手と
して初の1億円プレーヤーなど数知
れない栄冠を手にした。これほどの
実績がありながら「野球を楽しんだこ
とはない」と言い切る。
　「常にあるのは不安でした。不安を

打ち消すには練習しかありません。

練習中は不安という二文字は消えま

すが、食事の時、寝る前、また不安に

なる。勝ったことも、ヒーローになっ

たことも一瞬で終わり、また明日が

来る。日本一になっても、すぐ来季の

ことを考えないといけない。現役時

代は24時間ずっと野球に囚われてい

る感じでした」

　1994年、西武から森祇晶監督の後
任監督を打診されるが、現役続行を
希望して FA 宣言。ダイエーホーク
スに移籍するものの、2軍落ちを経験
するなど結果を残せないまま現役を
引退する。
　「仲間ができたのも、楽しい思いが

できたのも、それなりのお金が稼げ

たのも、すべて野球のおかげ。普通、

40歳にもなって2軍に落ちれば、適

当にやって解雇を待つのでしょうが、

私はお世話になった野球に不義理を

したくなかった。だから、監督に命じ

られれば『喜んで！』と2軍でも試合

に出て全力でプレーしました。もし

西武の監督オファーを受けていたら、

などと他人はあれこれ言いますが、私

の野球人生に全く悔いはありません」

指導者の心構え
　引退後、ロサンゼルス・ドジャース
へコーチ留学。その後、ダイエーの2
軍監督、オリックスの監督を務める。
こうした経験から、選手の伸び悩み
の理由の一端が次のような点にある
と指摘する。
　「どうして成長しないんだろうと思

い、選手自身に自分の長所と欠点を

述べさせてみました。そうしたら全

くトンチンカンで、言うことは真反

対。大半の選手がはき違えている。つ

まり、長所を伸ばさずに欠点を鍛え

ているわけです。きちんと自己分析

して正しい努力をしない限り、上手

くなるわけがありません。また、我流・

自己流を個性と勘違いしている選手

も多い。我流・自己流は故障につなが

るし、確率も高まっていきません。野

球は技術を基本とするスポーツであ

り、技術とはカタチとフォーム。上手

い人ほどスマートでスムーズです。

そこには譲れない部分があります」

　選手自身の意識改革や努力を訴え
る一方、指導する側の能力、心構えも
大切だと説く。
　「技術の本質が分かっていない人

は、指導者には不適切です。本質か

らズレているのを個性だと思ってし

まうような指導者の下では、選手は

成長しません。相手を納得させる理

論武装も必要でしょうし、それをカ

タチで見せることができればよりベ

ター。教え子を思う情熱も不可欠で

す。そして時には叱ることも必要。最

近では『褒めて育てる』ことが主流に

なってきています。それを否定しま

せん。ただ、人間が自分のキャパシ

ティを突破して成長してゆくには、

厳しい環境、厳しい教育が必要じゃ

ないでしょうか。褒めるだけでは、自

分のキャパシティの中だけの成長に

とどまってしまいます。そうした面

で、指導する側の怠慢を認めないわ

けにはいきません。冷静な判断のも

と『正しいものは正しい、ダメなもの

はダメだ』と、上に立つ人間は声を大

にして発信すべきです。指導者がブ

▲ 石毛さんのプロ初打席。村田兆治投手から見
事にセンター前ヒット（1981年4月4日／川崎
球場）　写真提供：共同通信社
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レなければいいんです。そしてもう

一つ、最近コーチングという言葉が

良く使われますが、その対象となる

のは30歳以上で、10代、20代には

教え導くティーチングが必要。それ

なくして幹はできません。幹がある

程度できるまで、方向づけしてやる

のが指導者の務めだと思います」

スーツの似合う人間
　石毛さんが“おやじ”と慕ったのが

故・根本陸夫監督。印象深いエピソー
ドを伺った。
　「根本さんが良く言っていたのは、

シーズンオフにはサラリーマンの友

達と一緒に飯を食えということ。お

前たちはビニールハウスの中にいて、

外が暑いのか寒いのか、雨が降って

いるのか風が吹いているのか分から

ないだろう。でも、彼らは一般社会の

中で今を生きている、時代と共に生

きている。それを教わって来い、と。

野球バカになるな、一般常識を持て、

ということだったんでしょう。同じ

ような意味合いで『スーツの似合う人

間になれ』とも言われましたが、ユニ

フォームを脱いで実際にスーツを着

るようになって漸く分かってきたよ

うな気がしています」

　根本氏の次に監督に就任したのは、
厳しい規律と管理で知られる広岡達
朗氏だった。
　「新人王を取った翌年、シーズン前

の合同自主トレの時、私の守備を見

て広岡さんの言った一言が『下手です

ね』。最初は反発して口もききません

でしたが、他の選手へのアドバイス

などに耳を傾けるとイイこと言って

るんですよ。で、素直になって『監督、

俺にも教えてください』と詫びを入れ

ました。それ以降、キャンプでも、遠

征先のホテルでも、マンツーマンで

ボールを転がして基本を指導してく

れました。広岡監督には『今は未熟者

でも上手くなる。選手は変わる』とい

う発想があり、そのためには指導者

が付ききりで教えなくてはならない

福井敬介（ピアノ）

矢沢まどか（ヴァイオリン） 久守あさひ（ピアノ）

森田真伍（バス）井山夏実（クラリネット）

宮越悠佳（フルート）

平成 26 年 4 月 22 日　ヤマハホール

音楽学部新人演奏会 〜平成25年度卒業生による〜D D D D D D D D D D D D

日本シリーズで西武が中日を下し3連覇達成。石毛さん（背番号7）は
シリーズ MVP を獲得した（1988年10月27日） 写真提供：共同通信



4

という情熱をお持ちでしたね」

　広岡監督の下、西武は初の日本一
に輝く。

野球への恩返し
　プロ野球から離れた後に石毛さん
が立ち上げた独立リーグ、石毛野球
塾は、長年お世話になった野球への
恩返しだという。
　「独立リーグの構想を具体化しよ

うと思った頃、企業スポーツの衰退、

サッカー J リーグの台頭、スター選

手のメジャーリーグへの流出など、

野球界は大変厳しい状況を迎えつつ

ありました。しかしながら、プロを目

指す若者はたくさんいる。彼らが夢

にチャレンジする環境、受け皿を作

りたい、またプロ野球 OB のセカン

ドキャリア支援、地域活性化、野球を

通しての人間啓発にも貢献できるの

ではないかと考えたのです」

　構想を発表した時、山積する難題
から周囲はその実現を疑問視した。

だが、2005年4月29日、日本初の独
立リーグ・四国アイランドリーグは
産声を上げた。
　「いま考えてもすごいエネルギー

だったと思いますね。なぜあれほど頑

張れたのか、それは自分の夢や欲じゃ

なかったから。世のため人のため、と

いうほうが頑張れるような気がしま

す。何かを始める時、打算的に考えて

やるのもアリでしょう。でも、明日が

どうなるか分からないこの時代、先

が分からない標な

き道を歩むのも面

白いんじゃないか

と思うんです」

　最後に、野球選
手 と 同 じ よ う に
日々練習に励む音
大 生 に 向 け て の
メッセージをいた
だいた。
　「30歳を過ぎた

ある時、相田みつ

をさんの『やれな

かった やらなかった どっちかな』と

いう短い詩に出会い、感銘を受けま

した。それからは練習が終わった後、

『俺は今日一日、やれなかったのか、

やらなかったのか、どっちだ』と自問

自答しながらグラウンドを去るよう

になりました。頑張ったのか、手を抜

いてしまったのか、自分自身に誤魔

化しは効きません。音楽を志した原

点を忘れず、日々を悔いなく過ごし

て欲しいと思います」

井出壮志朗（バリトン）

青木佑磨（ピアノ）野上 剛（ピアノ） 塚村 紫（ソプラノ）

佐藤智基（打楽器）

平成26年5月13日　ベートーヴェンホール （江古田キャンパス）

大学院修士課程新人演奏会 〜平成25年度修了生による〜D D D D  D D D D

▲ 本学 福井直昭教授と武蔵野音楽大学にて
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　アマチュアコンクールの熱の高さ

に加え、テレビで特集が組まれたり、

漫画の題材になったり、このところ

吹奏楽が脚光を浴びています。そん

な吹奏楽界において、名実共に日本

を代表する存在である東京佼成ウイ

ンドオーケストラに、昨年ホルン奏

者として入団したのが堀 風翔さん。

武蔵野出身者も多数在籍する同楽団

への入団に至る経緯、現在の心境、学

生時代の思い出などを伺いました。

（2014年5月12日取材、文責編集部）

難しいから面白い

── ホルンを始めたきっかけは？

堀　テューバをやっていた兄の影響
で金管楽器に興味を持ち、小学校か
らトランペットを始めました。中学

でも吹奏楽部でトランペットを吹い
ていたんですが、部員が少ないなど
の事情でパート移動が頻繁に行われ、
パーカッションも経験。最終的にホ
ルンが足りなくなり、「じゃあ君、今
日からホルンよろしく！」という顧
問の先生の一言で、高校（中高一貫
校）から今に至るホルンの道が決まっ
たわけです。
── ホルンのどのようなところに魅

力を感じますか。

堀　ホルンの特徴は、その音域の広
さだと思います。3オクターブ以上の
音域を使うのですが、それを全部コ
ントロールするのは至難の業。楽器
の構造上の問題もあって狙った音を
出すのが難しく、息の早さ、吹き方、
口の広げ方など、それらを全部コン
トロールして全て一致しない限り良
い音は出せません。良い音を出すた
めには、地道に練習するのみ。とに
かく難しい、でもそこに面白味を感
じます。いつまでたってもなかなか
上手くいかなくて、それが「もっとや
れるはずだ」と自分を鼓舞するモチ
ベーションになっています。
── 吹奏楽の一番の特徴は何だと思

いますか？

堀　一言でいえば、演奏するジャン
ルの幅の広さではないでしょうか。
ポ ッ プス だ っ た り、スタンダ ー ド
ジャズだったり、クラシカルなもの
から現代曲まで、ジャンルは本当に
多岐にわたっています。私の好みで
言うと、もちろんポップスも楽しい
のですが、やはり吹奏楽のオリジナ
ル曲に惹かれますね。

憧れの楽団の一員に

── 東京佼成ウインドオーケストラ

入団に至る経緯をお聞かせください。

堀　武蔵野卒業後は、フリーランス
の奏者として活動していました。そ
の間、いくつかのオーディションを
受けたり、コンクールに出場したり
して、そうこうしているうち、友人に
東京佼成ウインドオーケストラがホ
ルンを募集していることを教えても
らい、オーディションを受け入団に
至ったわけです。
── 入団試験はいかがでしたか。

堀　課題曲の多さと難しさに、とて
も苦戦しました。オーディションに
参加したのは50数名で、試験は1次
から 3 次まで。1 次はピアノ伴奏で
課題曲であるシューマンの「アダー
ジョとアレグロ」を吹きました。3日
後に行われた2次は、渡された小冊
子の中のオーケストラスタディとブ
ラススタディから、異なる課題要素
が含まれたパッセージをいくつか吹
くというもの。ブラススタディに関

堀 風翔  Fuuka Hori

巣鴨高等学校卒業。2011年、武蔵野音楽大
学器楽学科卒業。第1回日本ホルンコンクー
ル第5位入賞。ホルンを須山芳博、丸山勉、
室内楽をK.ベルケシュの各氏に師事。シュ
テファン・ドール、ブルーノ・シュナイダー
両氏のマスタークラスを受講。東京佼成ウ
インドオーケストラ ホルン奏者。

▲ 武蔵野音楽大学ウィンドアンサンブルの舞台
　 （2010年）
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しては、初めて吹く曲ばかりでした。
2次と同じ日に行われた3次に残っ
たのは僅か4 、5人。試験内容は2次
と同じスタディ。試験直後に結果発
表があったのですが、最初は何が起
こったのかわかりませんでした。今
回は準備も十分ではなかったし、ま
さか受かるとは思っていませんでし
たから。今になって思えば、大学時
代から地道に続けていた練習のおか
げかなという気がしています。
── 入団後、気持ちのうえでの変化は？

堀　吹奏楽をやっている人間には憧
れ以上の楽団ですから、自分がその
一員になれるとは今でも夢のようで
す。それだけに、大きな看板を背負
うというプレッシャーは大きいです
ね。実際の演奏でも、これまでにな
いプレッシャーを常に感じています。
── 現在の吹奏楽人気を肌で感じる

ことはありますか。

堀　特に地方公演をしたあと、楽屋
口に大勢の中高校生が待っているの
を見ると、メンバーが彼らにとって
のスタープレイヤーなんだというこ
とが良くわかりますね。サインをも
らいに来たり、握手を求めたり。力
をつけて、私もいつかそういう存在
になれたらと思っています。
── 武蔵野の先輩も在籍していると

のことですが。

堀　 先 輩 方 が 各 パ ー ト に い ら っ
しゃって、アドバイスしていただく
ことも多く心強いですね。偉大な先

輩であり、ホルンパートで一番年長
の並木博美さんが今年定年を迎えら
れるということになり、その補充と
して私が入ったということになりま
す。並木さんと一緒にいられる短い
時間を大切にして、できる限り色々
学び取りたいと思っています。

武蔵野で学んだこと

── 武蔵野時代をふりかえって、一番

思い出深いことは？

堀　楽しかったなぁと思い出すのは、
1 、2年次、入間キャンパスで過ごし
た何気ない日々のこと。練習室で個
人の練習をし、飽きてきたら残って
いるメンバーでアンサンブルをする、
毎日がそんな流れでしたね。オーケ
ストラでハンガリーに行った海外演
奏旅行も良い思い出です。外国に行
くこと自体が初めてでしたし、見る
もの聞くもの、すべてが新鮮でした。
ブダペストに宿泊した際に見た、名
所「鎖橋」の素晴らしい夜景は忘れら
れません。
── 武蔵野で学んだことは？

堀　 師 事 し た 須 山 芳 博 先 生 に は、
様々な面で親身に指導していただき
ました。良く覚えているのは、あが
り症をどう克服したらいいのか相談
したときのこと。先生の師匠であり
ベルリンフィルの名ホルン奏者だっ
たハウプトマンという方も、オーケ
ストラでソロを吹いているときに手
や足がガタガタ震えていたというの
です。ただし、ガタガタ震えながら
も演奏は完璧だった、と。それを聞
いたとき、そこまで行かないとダメ
なんだ、緊張するしないじゃなく、ど
んなにプレッシャーが掛かって緊張
したときでも、最高のパフォーマン
スができるようにならないとダメな
んだという、演奏家の厳しさを思い
知らされたような気がしました。
── 受けた授業で印象深いものは？

堀　一番面白かったのは、和声です

ね。今まで何となく触れてきた和音
の仕組みについて、演奏者側からで
はなく、作曲・編曲など音を組み立て
る側から確認することができ非常に
刺激的でした。実際に先生がピアノ
を弾いてくださり、音の響きを身近
に感じながら音の組み立て方、音の
つながりを学べてすごくためになり
ました。
── 武蔵野のウィンドアンサンブル

と東京佼成ウインドオーケストラ、

両方を経験して、一番の差は何だと

思いますか。

堀　武蔵野ではすごく長い時間練習
して本番に臨みます。本番で良いパ
フォーマンスをするのですが、プロは
僅か3 、4日の合奏練習でそれ以上ま
で持っていってしまいます。そこが
一番の違いではないでしょうか。た
だ私自身がそうであるように、武蔵野
のスタイルでじっくり練習すること
により、将来プロで通用するような
基本は十分に鍛えられると思います。

とにかく行動しよう

── 吹奏楽団で活動するには何が必

要だと思いますか。

堀　演奏する曲の多さということで
言えば、譜読み能力は絶対に必要で
す。ホルンという楽器は、シンフォ
ニックオーケストラで演奏する場合
は読み替えが頻繁で大変なんですが、
吹奏楽ではほぼ固定されて、その部
分ではラクだと言えます。読みやす
いといえば読みやすいのですが、圧

▲ 川辺真先生の和声の講義の後、先生を囲んで
　 ホルンの同級生と
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倒的に音数が多く、そうした面で譜
読みはかなり大変です。譜読み能力
を高めるには、とにかく場数を踏む、
楽譜をたくさん読むことに尽きると
思いますね。こうした道を目指す人
は、エチュードをたくさんやったり、
オーケストラスタディをやったり、
常に新しい譜面に触れるということ
を心掛けるべきでしょう。武蔵野の
図書館は、室内楽やホルンのソロを
始め楽譜のラインナップが充実して
いますから、ぜひ活用すべきだと思
います。
── 武蔵野の後輩たちに一言メッ

セージを。

堀　人間は新しいことに尻込みしが
ちです。やらないほうがラクなわけ
ですし。ただ、そこで敢えて何にで
も積極的にチャレンジすべきだと思
います。例えば、技術レベルの高く
ないバンドであっても、呼ばれたら
面倒臭がらずに参加したらいい。そ
うしたチャレンジをどんどん重ね
て、色々な音楽に触れ、色々な音楽

を体験して欲しいですね。そうすれ
ば、自分の音楽にプラスになるもの
が絶対に見つかるはずです。4年間を
無為に過ごさず、とにかく行動しよ
う、ということでしょうか。
── 最後に今後の抱負をお聞かせく

ださい。

堀　文化芸術振興の一環として、年

に何ヵ所か小・中学校をまわって体育
館でフルのウインドオーケストラを
聴いてもらうという活動をしていま
す。こうした活動も含め、吹奏楽の
楽しさを広めていきたいですし、日
本の吹奏楽というジャンル自体を発
展、振興させていけたらいいなと、非
力ながら思っています。

　本年、没後200年を迎えるイギリス
の音楽史家チャールズ・バーニー（1726–
1814）は作曲家、オルガニスト、音楽の個
人教授として活躍、ヘンデルのオーケスト
ラで弦楽器を演奏したこともある。そして、
1769年にはオックスフォード大学で音楽
博士の学位を得た。自邸では音楽の集いを
開き、この肖像画を描いたジョシュア・レ
イノルズ（1723–92）邸における文学のサ
ロンにも出入りした。
　やがて、音楽通史の執筆を志したバー
ニーは、貴族から得た資金や人脈を頼りに、
資料収集のために大がかりなヨーロッパ音
楽旅行を企てる。1回目は1770年6月
にロンドンを出発、パリからリヨン、ジュ
ネーヴを経てミラノ、ボローニャ、ヴェネ

ツィア、ローマ、ナポリなどのイタリアの
諸都市を回り、またパリを経て同年暮れに
帰国した。この旅行で最も大きな収穫は、
後にモーツァルトとも関係する音楽理論家
マルティーニ師とボローニャで会見したこ
とである。バーニーは師の膨大な蔵書に圧
倒されながら、その『音楽史』執筆構想（全
5巻）を聞き、すっかり打ち解けて話し込
んだ。
　1772年、バーニーはネーデルランド、
ドイツ（フランクフルト、マンハイムを経て
ミュンヘンなど）、ウィーンに赴き、さらに
プラハ、ドレスデン、ベルリン、ポツダム
を回り、ハンブルクから帰国した。今回の
半年の旅では、先ずウィーンに長期滞在し
てグルックのオペラ改革を知り、その本質
を見抜いている。ポツダムではフルート奏
者クヴァンツの知己を得た。高齢ながら健
康で、とても大柄なこの音楽家は、フリー
ドリヒ大王宮廷での宮仕えを語り、バー
ニーは大王のフルート演奏も聴くことに
なった。ハンブルクでは、J.S.バッハの次
男C.Ph.エマヌエル・バッハが温かく迎え、

フォルテピアノを弾き、カタリーナ教会で
オルガンも演奏、対位法の重要性について
語り合っている。そしてこのように各地
で聴いた音楽、音楽家との交友は、各国に
おける『音楽の現状』として出版され（全2
巻、1771、73）、さらに『音楽通史』（全5
巻、1776–1789）へと結実していった。

寺本まり子（本学音楽学教授）

27

バーニー博士の
音楽旅行

▲ 東京佼成ウインドオーケストラ　 ©佼成出版社
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　長身痩躯のその姿に大きなコント

ラバスが良く似合う、ハンガリー出

身のツォルト・ティバイ教授。1993

年の着任以来 20 年以上がたち、本

コーナーへの登場も2度目となる教

授に、偉大な父上のこと、学生時代か

らの音楽遍歴、武蔵野に来て感じた

ことなどを語っていただきました。

お話を伺ったのは、ティバイ教授と

の共演も多く親交の深い本学・福井直

昭教授です。

（2014年5月7日インタビュー）

福井　まず、音楽の師匠でもあるお
父様についてお聞かせください。
ティバイ　父ゾルタン・ティバイは、
1930年代当時、私のもう一人の恩師
L.モンタークと並んでハンガリーで
最も著名なコントラバス奏者でした。
彼らがラジオの生放送で演奏したり、
ソロコンサートを定期的に行ったこ
とで、ハンガリー国内においてコン
トラバスがポピュラーになりました。
福井　お父様もリスト音楽院の教授
でいらっしゃったそうですね。
ティバイ　父は亡くなる1989年まで、
44年の長きにわたって教授を務めま
した。その間に指導した大勢の教え
子が、国内のみならず世界各地の名
だたるオーケストラのプレイヤーに
なっています。こうした業績が評価
され、1985年、父が75歳のとき、L.ス
トライヒャーが中心になって父のた
めの記念演奏会がリスト音楽院で行
われました。
福井　学生時代、錚々たる方々と一
緒だったとか？
ティバイ　バルトーク音楽院（高等学
校）では、後に指揮者として有名にな
るアダムとイヴァンのフィッシャー
兄弟を始め、本学教授のベルケシュ
先生（クラリネット・指揮）やピアノ
のZ.コチシュ、D.ラーンキ、A.シフ

ら大成する多くの友人達と出会いま
した。
福井　リスト音楽院卒業後は？
ティバイ　卒業した1972年、O.クレ
ンペラーの助手でもあったA.シモン
の指揮、A.シフとZ.コチシュのピア
ノでバッハのピアノコンチェルトを
フンガロトンよりリリースし、私も
オーケストラのメンバーとして参加
しました。そして1976年は、私にとっ
て大事な年となりました。ハンガリー
国立歌劇場管弦楽団の首席奏者に選
ばれたのです。実は、オーディショ
ンの際、武蔵野とも縁の深いJ.ヤン
ドーにピアノ伴奏をお願いしました。
その他、70年代から80年代の初頭に
かけては、4つのカルテットとシュー
ベルトやベートーヴェンなどの室内
楽を定期的に演奏しました。

福井　そして、いよいよ初来日のと
きを迎えます。
ティバイ　1983年、ブダペスト・フィ
ルハーモニー管弦楽団の一員として
来日しました。指揮は小林研一郎さ
んとA.コーロディ、ソリストはJ.シュ
タルケル（チェロ）とG.キシュ（ピア
ノ）でした。このときは、日本全国で
13回の公演をしました。私は事前に
ガイドブックを買って情報を仕入れ、
オフの日には東京や京都を散策。数々
の寺院、中でも清水寺の美しさには
感動しました。日本の音楽、映画、文
学、習慣も非常に気に入りました。

ツォルト・ティバイ  Zsolt Tibay

1993年より本学に客員教授として着任。レッ
スン、室内楽、オーケストラの指導にあたり、
優秀な学生を多数育成。’49年ブダペスト生ま
れ。バルトーク音楽院でL.モンタークに師事。
その後リスト音楽院で父のゾルタン・ティバイ
に師事。’70年よりハンガリー国立歌劇場管弦
楽団に入団し、’76年より首席奏者を務める。
その他ブダペスト・フィルハーモニー管弦楽
団、ブダペスト・ウィンド・アンサンブル、ブダ
ペスト祝祭管弦楽団のメンバーとしても活躍。
’88年からは、定期的にオーストリア＝ハンガ
リー・ハイドン管弦楽団と共演するなど多数の
演奏会とレコーディングを行う。特に’04年リ
リースしたCD「DOUBLE BASS RARITIES」
は、ハンガリー放送やグラモフォン誌等で絶
賛を博した。
リスト音楽院においても後進の指導にあた
り、’10年には、ゾルタン・ティバイ生誕100
周年記念国際マスターコースを開催。また練
習曲の楽譜を出版するなど幅広い活動を展開。
’95年から’00年まで東京藝術大学講師。現在、
武蔵野音楽大学客員教授。

●ツォルト・ティバイ教授（コントラバス）●
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ただ、このときは10年後より現在ま
で日本に居住するなどとは想像すら
しませんでした。
　さらにこの年、私はブダペスト・
ウ ィ ンドアンサンブル に 加 わ り ま
す。監督は現在も武蔵野の教授であ
る、K.ベルケシュ先生でした。90年
代の初めまで、この楽団のメンバー
として、ロンドンのウィグモア・ホー
ル、パリのシャンゼリゼ劇場、ミュン
ヘンのヘラクレスザールなど世界中
の有名なホールで演奏しました。そ
うした経験から感じることは、武蔵
野の持つホールの音の素晴らしさで
す。ベートーヴェンホールもバッハ
ザールもシューベルトホールも、そ
の音響効果は有名ホールに匹敵する
と言っても過言ではありません。
福井　ブダペスト祝祭管弦楽団に加
わるのも同じ1983年ですね。
ティバイ　そうです。1983年の3つ
めの大きな出来事が、同楽団の創設
者のひとりとして関わったことです。
ちなみに監督はI.フィッシャーでし
た。設立後10年間は、イースターと
9月と12月、年3回の期間だけ集中的
に活動していましたが、1993年から
は年間を通して活動することとなり
ます。ただ、武蔵野に行くことを決
めていましたので、慰留されたもの
の退団を決めました。

福井　演奏家として精力的
に活動されていた1980年代、
特に思い出深い出来事は何
ですか？
テ ィ バイ　 忘 れ ら れ な い
のは、豪華客船に乗ってフ
ランス か ら イタリア、ギリ
シャ、トルコなどをクルー
ズ し な が ら 停 泊 地 で コン
サートを開いたことですね。
私はブダペスト・ウィンドア
ンサンブルのメンバーとして参加し、
他にフルートのJ.ゴールウェイ、チェ
ロのロストロポーヴィチ、ピアノの
M.J.ピリス、T.ヴァーシャーリなど
の名プレイヤーが出演。そこで私が
サン＝サーンスの「動物の謝肉祭」を
弾いたとき、共演者はピアノ・デュオ
のラベック姉妹、チェロのM.マイス
キーでした。
福井　1988年には、ウィーンフィル
とハンガリーの名門オーケストラの
メンバーから構成されたオーストリ
ア＝ハンガリー・ハイドン管弦楽団の
首席奏者に就任されます。
ティバイ　同楽団が、A.フィッシャー
の指揮でナクソスレーベルから出し
たハイドンの交響曲全集のレコー
ディングにも、武蔵野に来る直前まで
参加しています。そして1993年にな
り、武蔵野へ来る直前、ニューヨーク

でM.アルゲリッチがピアノコンチェ
ルトを弾いた演奏会にも出ました。

福井　最初に武蔵野からオファーを
受けたときの感想をお聞かせくだ
さい。
ティバイ　有名な音楽大学で指導で
きることを、非常に嬉しく感じまし
た。と同時に、来日して驚いたのは、
そこに国際的なレベルの音楽世界が
存在していたこと。教授陣の顔ぶれ
も素晴らしいものでした。
福井　着任されて今年で21年目にな
りますが、その間に思い出すことは？
ティバイ　直昭先生と出会い、10年
前 に 共 演 の CD「DOUBLE BASS 
RARITIES」（フンガロトン）をリリー

ス出来たのは大き
な思い出のひとつ
です。準備段階で
直昭先生と練習を
重ね、様々な音楽
的アイデアを与え

▲ ティバイ教授がブダペスト・フィルハーモニー管弦楽団の一員として初来日した公演パンフレットより（1983年）
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ていただいたことに感謝しています。
福井　充実したレコーディングでし
たが、苦労もありしましたね。
ティバイ　録音の際、とにかくバラ
ンスをとるのが大変でした。ただ、
グラモフォン誌が高い評価をしてく
れたことで、苦労が報われました。
福井　先生には武蔵野のオーケスト
ラでも、指導者としてご尽力いただ
いています。
ティバイ　オーケストラに参加し、
その中で指導できるのは嬉しいこと
です。とりわけ、1 、2年の学生を対
象としたオーケストラの指導に非常
に意義を感じています。なぜなら大
半がオーケストラ体験は初めてで、
基礎、知識の部分でどのように理解
してもらえるかは指導者次第。そこ
に関われることは、指導者冥利につ
きます。武蔵野で行っている、セク
ションごとのリハーサルを丁寧に忍
耐強くやった後に、全体のオーケス
トラ・リハーサルに入るというシス
テム。これはブダペスト祝祭管弦楽
団でも行っているもので、私は気に
入っています。
福井　海外演奏旅行にも度々同行し
ていただいていますね。
ティバイ　ハンガリーに3度、ドイツ
に 2 度、同行しました。ハンガリー
国立歌劇場やヘラクレスザールなど、
かつて自分が活躍した会場で武蔵野
のメンバーとして再び演奏できたこ
とは非常に嬉しく光栄なことです。
福井　指導者としての一番のやり甲

斐、喜びは何でしょう？
ティバイ　教え子が日本を始め世界
各国のオーケストラで活躍し、指導者
としても成長してくれているのを目に
するのは何より嬉しいですね。また
長く教えていると、弟子の弟子、つま
り孫弟子たちとオーケストラで共演す
ることもあり、“コントラバスのグラ
ンドファーザー”といった感じです。

福井　 最 近 の ハンガリ ー 国 内 の 音
楽事情について、少しお聞かせくだ
さい。
ティバイ　I.フィッシャー監督のブ
ダペスト祝祭管弦楽団、Z.コチシュ
監督の国立フィルハーモニー管弦楽
団、国立歌劇場管弦楽団、この3つが
現在もメインのオーケストラとして
活動しています。これらに次ぐのが、
音楽監督のベルケシュ先生に率いら
れてどんどん力をつけてきている
ジュール・フィルハーモニー管弦楽団
です。
福井　交歓演奏を行うなど、本学と
もゆかりの深いリスト音楽院に関す
るニュースはありますか？
ティバイ　昨年、改修工事が完了し、
すべてが近代的に生まれ変わりまし
た。特にセキュリティへの配慮は万
全で、カードがないと学生も勝手に
入室できないシステムになっていま
す。私はほぼ毎春、帰国するたびに
バルトーク音楽院、リスト音楽院で
マスターコースを受け持ちますが、
今回来日する直前の4月1日、新しく
なったリスト音楽院でレッスンをし
てきました。
福井　先生から見たコントラバスの
魅力と難しさは？
ティバイ　コントラバスはオーケス
トラでは一番低い音域を担当します
が、ソロや室内楽においては高い音
域も弾きます。幅広い音域を旋律と

して歌わせることができる。多彩な
役割を担うことができる。こうした
表現力の豊かさが魅力だと思います。
難しい点は、ヴァイオリンとの比較
で言うと、楽器自体はずっと大きい
のですが、弓はコントラバスの方が
短いのです。当然、弓の引き返しが
多くなり、レガートで弾くことが非
常に難しくなります。さらに、楽器
自体が大きいので半音の幅が下のポ
ジションでも約7.5cmもあるうえ、弦
が太くて固く、指板から高く浮いて
いるため、押さえるのも音程を掴む
のも大変です。
福井　最後に、武蔵野の学生への
メッセージをお願いします。
ティバイ　音楽は人類の文化におい
て、最も美しく大切なもののひとつ
です。ソナタや協奏曲を演奏するに
あたり、その時代の文学や美術、建築
などを勉強することで音楽に対する
洞察力が広がり、曲の解釈が深まり
ます。つまり、技術的なものの外側
に、表現に関わる大切なポイントが
あると思うのです。武蔵野には充実
した図書館を含め、勉強に適した環
境が整っていますから、積極的に利
用したら良いでしょう。
福井　本日は、どうもありがとうご
ざいました。

ティバイ教授が本学福井直昭教授と共演したCD
「DOUBLE BASS RARITIES（HCD32284）」（フ
ンガロトン、2004年）／コントラバスの珍しい
曲を集めたもので、多くは世界初録音



11

　満開の桜に彩られた4月、大学、附属
高等学校、各幼稚園に希望に満ちた新
入生を迎え、平成26年度が順調にスター
トしました。
　大学では、新入生歓迎会が開かれまし
た。専攻クラス毎の交流会、セレモニー
や会食と会は和やかに進行。続くバッ
ハザールでは歓迎演奏会、各クラブ団
体による個性溢れる PR 活動が行われ
ました。新1年生にとって、先生、先輩
のあたたかな祝福は、今後の大学生活

への大きな励みとなったようです。
　高校では、新緑まぶしい入間キャンパ
スのグラウンドで、体育祭が行われま
した。団体戦の綱引き、選抜対抗リレー、
さらに新競技のパン食いラムネ競争な
ど、熱戦が繰り広げられました。また、
5月下旬、2年生の修学旅行が実施され
ました。初日には平和学習の一環とし
て、広島国際会議場で被爆当時のピア
ノを使用したコンサートを行い、続く
兵庫県の「人と防災未来センター」で阪
神・淡路大震災での多くの教訓を学び
ました。大阪の、ユニバーサル・スタジ

オ・ジャパンでアトラクションを体験
した後、最終日の京都では雅楽の体験・
鑑賞と日本の伝統文化の美に触れ帰路
に着きました。生徒たちにとって、貴重
な体験がいっぱい詰まった旅行となり
ました。
　一方、1、3年生は飯能市の景勝、名
栗川渓流のキャンプ場へ。青空のもと
飯盒炊爨を行い、工夫を凝らした手料
理を楽しみました。
　第一・第二・武蔵野の各幼稚園では、
遊園地や広い公園へ春の遠足に行きま
した。自然の中で、園児達は元気いっぱ
い遊び、仲良くお弁当を食べて、笑顔が
溢れる楽しい一日を過ごしました。

始まりの季節の多彩な学園行事

新たな都心型キャンパスの
誕生へ

　これまでにもご案内してきた2017年
度にスタートする新キャンパスの設計は、
駅から徒歩5分という好立地にありなが
らも閑静な住宅地に囲まれているという
周辺環境を考慮して、地下1階に掘り下
げられた中庭状の広場「サンクンガーデ
ン（右図参照）」を中心に広がることを特
徴としています。サンクンガーデンは、地
下1階、地上1階の2つのフロアで校舎

と接続し、ロビーやレストラン、売
店、学生ラウンジ、パウダールーム
のほか、図書館や楽器博物館など、
キャンパス生活を彩る施設群が取
り囲みます。この広場が、学生同士
あるいは学生と教職員が行き交い、
集い、新しい交流を生み出す場所
として機能することで、新たな都
心型キャンパスの姿を実現します。
さらに広場を囲む形で最新設備を
備えた教室群や、最適な音響環境
を備えたレッスン室、練習室、合奏室、ま
た会議室、展望ラウンジなどを含む、機能
毎に分化した各棟が並びます。
　また広場周りの賑わい空間から一歩
離れた北側に、大中小3つのコンサート
ホールや各種リハーサルホールをまと
めて配置します。「ベートーヴェンホー
ル（1,085名収容）」は、内外から高い評
価を得ている音響効果はそのままに内部
が改修補強され、より使いやすいホール
として生まれ変わります。また室内楽や

レクチャーなどに使用していた中ホール
「モーツァルトホール」を全面的に建て替
えるほか（約420名収容予定）、約100
名収容のサロン風「リサイタルホール」や
オーケストラ、ウィンドアンサンブル、大
合唱用の各リハーサル専用ホールも完備
し、総合的な演奏環境を構築します。
　魅力ある最新のキャンパス誕生をご期
待ください。

※	設計施工は、東京スカイツリーを建設した
　株式会社大林組が行います。
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　去る5月30日、松本美和子特任教
授の声楽公開講座が、「日本人として
のベルカント唱法への取り組み方」を
テーマに、本学モーツァルトホール
で開催されました。
　主にイタリアで活躍され、ベルカ
ントの歌唱で聴衆を魅了している松

本先生の豊富な経験から、イタリア
人が、イタリア語を話すポジション
で自然に歌う「美しい声」の発声法を、
骨格の違う日本人がいかに取り組む
か、その実際が学生の実演を交えな
がら語られました。
　イタリア歌曲、ヴェルディ、プッ
チーニ等のオペラアリアを題材に、
口の開け方、声の響かせ方などを丁
寧に指導をされ、「心が伝わる歌は、
正しい楽器（体）の使い方を学ばなく
ては歌えない。その努力を続けてほ
しい」と締めくくられ、受講した学生
らにとって、基礎となる発声の重要
性を再認識した有意義な講座となり
ました。満員の聴講者は、最後まで興
味深く熱心に耳を傾けていました。

● 

表
紙
の
顔

ルドルフ・
ピールマイヤー氏

　ルドルフ・ピールマイヤー氏は、
本学名誉教授ヨゼフ・ツィルヒ氏に
師事し、2012年9月、武蔵野音楽大
学管弦楽団ドイツ演奏旅行ではツィ
ルヒ教授とともに指揮をしました。
この度、本学客員教授として初来日
し、本年9月に管弦楽団定期演奏会
で指揮をされます。
　ピールマイヤー氏は、ミュンヘン
音楽・演劇大学にてピアノ、クラリ
ネット、指揮を専攻し、1987年、国
際ウェーバーコンクール（ワルシャ
ワ）のクラリネット部門にて入賞。
奨学金を得て、ベルリン・ドイツオ
ペラが主催するオーケストラセミ
ナーに参加した後、ベルリン交響楽
団にてソロクラリネット奏者として
活躍しました。その傍ら、指揮者へ
ルマン・ミヒャエルの下で研鑽を積
み、同大学主催のマイスターコース
において、レナード・バーンスタイ
ン及びセルジュ・ チェリビダッケ
の指導を仰ぎました。
　その後、レーゲンスブルク劇場、
スイス・ザンクト・ガレン劇場第一
指揮者を経て、アウグスブルク・フィ
ルハーモニー管弦楽団団長を務め、
ベルリン・ドイツ交響楽団、ライプ
ツィヒ・ゲヴァントハウス管弦楽団、
モーツァルテウム管弦楽団などに多
数客演しています。1994年、バイエ
ルン州振興賞を受賞。
　近年では、マクデブルク歌劇場で
の「ウェルテル」（ジュール・マスネ）
の初演、オスロ（ノルウェー）の国
際歌劇場でのモーツァルトの「魔笛」
の初演を指揮し、2011/12シーズン
の幕開けを飾るなど、精力的に演奏
活動を行っています。

※本学管弦楽団演奏会の詳細は P.14を
ご覧ください。

松本美和子声楽公開講座

武蔵野音楽大学ウィンドアンサンブル
CD最新盤の発売
　武蔵野音楽大学では、ウィ
ンドアンサンブル、管弦楽団
合唱団のCDを多数リリース
しています。この4月、ウィ

ンドアンサンブルの最新盤CD「武蔵野音楽大学ウィン
ドアンサンブル　Vol.18」（BOCD-7378）が、ブレー
ン・ミュージックから発売されました。
　本学ウィンドアンサンブルのために作曲され、2013
年7月の定期演奏会が世界初演となった J. ジルー『交
響曲第4番「ブックマークス・フロム・ジャパン」』をはじめ、吹奏楽のオリジナル作品ほ
か全9曲が収録されています。（指揮：レイ・E. クレーマー	／	リチャード・K. ハンセン
／リチャード・メイン）是非、最新の“武蔵野サウンド”をお楽しみください。
　お求めはお近くの販売店、または本学演奏部窓口でも販売しています（定価2,484円
〈税込み〉）。

武蔵野音楽大学
楽器博物館所蔵の楽器を
「夕やけこやけ放送」に使用
　本年4月1日より、埼玉県入間市が毎日夕方放
送する防災無線「夕やけこやけ放送」に、本学楽
器博物館所蔵楽器「石磬（せっけい）」が使われて
います。この楽器は、香川県坂出市の故前田仁氏
が製作し、1986年に本学博物館に寄贈された
もので、坂出地方原産の「サヌカイト」を加工し

た「石のチャイム」です。澄んだ美しい音色を響かせ、本学のコンサートホールでも開演
前のチャイムに使用しています。入間市にお出での際は耳を傾けてみてください。
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武蔵野音楽学園教育運営推進協力寄附金　ご寄附をいただいた方々
　学校法人武蔵野音楽学園では、寄附金に対する税額控除制度の恩典が与えられたことに鑑み、江古田新キャンパス建設基
金、福井直秋記念奨学基金並びに演奏活動特別基金の拡充を目的とする寄附金を募集しましたところ、下記の方々よりご寄
附をいただきました。ここにご芳名を掲載し、深く感謝の意を表します。 学校法人　武蔵野音楽学園
　※ご芳名（五十音順）は、平成26年2月1日から4月30日までにご寄附いただいた方々です。それ以降の方々は、次号にて掲載させていただ
きます。また勝手ながら掲載区分は当方で決めさせていただきました。何とぞご了承ください。

【同窓生】今倉隆三様　北 眞寿美様　小石 晋様　滝口智子様　深谷陽子様　和田れいな様　高友会一同様　昭和39年入学
同期生一同様　昭和55年入学同期生一同様　スキー部50周年の会様　同窓会神奈川県支部よこすかむさしの会会員一同様

【在学生・同ご父母】飯作盛志様　池ノ谷静一様　太田節雄様　金子朋之様　神山尚之様　菊池加代子様　佐藤美奈子様
鈴木正志様　瀬戸口直海様　髙知尾明宏様　高橋冬彦様　髙山勝行様　羽磨隆士様　二又茂明様　森 万里子様

【役員・教職員・一般・他】石川 篤様　伊東京子様　伊藤のり子様　金井和美様　神田美方子様　岸田 譲様　北村淳子様
木村育子様　清野美佐緒様　熊倉功二様　黒瀬美奈子様　古池 好様　甲賀多重子様　髙坂朋聖様　後藤基裕様　小林秀夫様
坂下 寛様　坂下裕子様　澤本恒夫様　清水直美様　鈴木亮子様　瀬上 正様　寺本まり子様　戸部 豊様　端地公美子様
林 孝治様　林 ナナ子様　原田知子様　平野邦夫様　福井直敬様　福岡敏彦様　藤井隆史様　前川愼一郎様　前原信子様
宮﨑幸次様　村上直行様 （他に匿名を希望される方8名）

栄冠おめでとう！（コンクール入賞者等）

　（順不同、敬称略、経歴は受賞時のもの）
●旭日双光章受章　秋山　紀夫（昭和28年短期大学部卒音楽教育学科声楽専攻）
●文部科学省　平成25年度教育者表彰受賞　冨田　淑子（昭和30年大学卒ピアノ専攻）
●平成25年度　岐阜県文化・スポーツ功績賞受賞　金澤　澄華（平成17年本大学院修士課程修了声楽専攻）
● International Competition “Young Virtuosos 2014”（ブルガリア）
　ピアノ部門　グループ IV　第1位入賞　犬飼　まお（大学2年次在学ピアノ専攻）
●第19回　ブレスト国際ピアノコンクール（フランス）　カテゴリーＹ
　ドビュッシー /フォーレ /ラフマニノフ部門　第2位入賞
　前田　菜々子（平成22年大学卒ピアノ専攻　本大学院修士課程修了）
●平成26年度　奏楽堂日本歌曲コンクール
　第21回作曲部門　中田喜直賞の部　優秀賞受賞
　武藤　道子（平成25年大学卒声楽専攻　本大学院修士課程2年次在学作曲専攻）
　第25回歌唱部門　奨励賞受賞　飯田　研良（昭和50年大学卒声楽専攻）

●第16回　“万里の長城杯”国際音楽コンクール　打楽器部門　大学の部　第2位入賞（1位なし）、審査員特別賞受賞　中林　恵子（大学
2年次在学打楽器専攻）、ピアノ部門　大学の部　第5位入賞　赤尾　優梨子（大学2年次在学ピアノ専攻）、ピアノ部門　高校の部　第2位
入賞　乗田　晏妙（本高校2年次在学ピアノ専攻）、●第8回　セシリア国際音楽コンクール　ピアノ部門　高校生の部　第3位入賞　當間
舞（本高校2年次在学ピアノ専攻）、●第5回　ジュラ・キシュ国際ピアノコンクール　高校生部門　第3位入賞　乗田　晏妙（本高校3
年次在学ピアノ専攻）、●第26回　全日本ジュニアクラシック音楽コンクール　全国大会　ピアノ部門　高校生の部　第4位入賞　市村
ひかり（本高校2年次在学ピアノ専攻）、奨励賞受賞　乗田　晏妙（本高校2年次在学ピアノ専攻）

※上記の他多数。大学ウェブサイトをご覧ください。

　平成26年度武蔵野音楽大学同窓会の全国総会が、来る8月5日㈫
武蔵野音楽大学江古田キャンパスで開催されます。「江古田新キャ
ンパスプロジェクト」に伴い、皆さんが学んだ校舎の姿が見られる
のも来春までとなり、本年度の全国総会は江古田キャンパスで行
うことといたしました。当日は17：00からベートーヴェンホール

で総会、記念演奏会、引き続き18：40からモーツァルトホールで
懇親会を開催する予定です。
　懐かしい思い出を胸に、皆様お誘いあわせの上ぜひご参集くだ
さい。

平成26年度 同窓会全国総会開催のお知らせ
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平成26年度7月〜10月 公開講座・演奏会のお知らせ

ケマル・ゲキチ　ピアノ・リサイタル 7月 3日木 18：30 ベートーヴェンホール（江古田）  ￥1,000〈全席自由〉
　曲目＝ベートーヴェン（リスト編曲）：交響曲 第5番「運命」、ラフマニノフ：絵画的練習曲集 Op.33、39より、バラキレフ：東洋風幻想曲「イスラメイ」　他
武蔵野音楽大学ウィンドアンサンブル演奏会  7月 8日火 18：30 宮崎市民文化ホール 大ホール（宮崎県） 一般￥1,500 ／小・中・高￥1,000〈全席自由〉
　指揮＝ジェームズ・ランブレクト 7月 9日水 19：00 iichiko グランシアタ（大分県） 一般￥1,500 ／小・中・高￥1,000〈全席自由〉
　曲目＝ D. グランサム：舞楽 7月11日金 18：30 東京オペラシティ コンサートホール ￥1,500〈全席指定〉
　　　　八木澤教司：「エディソンの光」 〜メンロパークの魔術師、P. スパーク：ダンス・ムーブメンツ
　　　　P. A. グレインジャー：コロニアル・ソング、A. リード：アルメニアン・ダンス パートⅠ、2014年度 全日本吹奏楽コンクール課題曲 より　他
武蔵野音楽大学管弦楽団演奏会  9月 6日土 15：00 リンクステーションホール青森（青森市文化会館）大ホール
　指揮＝ルドルフ・ピールマイヤー   一般￥1,500／学生￥1,000〈全席自由〉
　ピアノ独奏＝本学学生オーディション合格者 9月 8日月 19：00 札幌コンサートホール Kitara 大ホール（北海道）
　　　　　　　 久保慶恵（大学3年）6日、8日、12日   一般￥1,500／学生￥1,000〈全席自由〉
　　　　　　　 田村友美（大学4年）13日 9月12日金 19：00 東京オペラシティ コンサートホール ￥1,500〈全席指定〉
　曲目＝チャイコフスキー：幻想的序曲「ロメオとジュリエット」 9月13日土 16：00 バッハザール（入間） 一般￥1,500／学生￥1,000〈全席自由〉
　　　　モーツァルト：ピアノ協奏曲 第 20 番 ニ短調 K.466、ベートーヴェン：交響曲 第７番 イ長調 Op.92
武蔵野音楽大学室内合唱団演奏会  9月22日月 18：30 ベートーヴェンホール（江古田）  ￥1,000〈全席自由〉
　指揮＝栗山文昭、片山みゆき　 曲目＝髙田三郎：混声合唱組曲「水のいのち」、ブラームス：「Zigeunerlieder （ジプシーの歌）」 Op.103 
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　グレゴリオ聖歌：「死者のための典礼」より　　他
武蔵野音楽大学附属高等学校音楽科　在校生と新卒業生によるコンサート ※お問合せ＝武蔵野音楽大学附属高等学校　TEL.04-2932-3063
  9月29日月 18：30 王子ホール ￥2,000〈全席自由〉
エヴァ・メイ　声楽公開レッスン  9月29日月 18：30 ベートーヴェンホール（江古田） ￥1,000〈全席自由〉
モーリス・クレール　オルガン・リサイタル 9月30日火 18：30 ベートーヴェンホール（江古田） ￥1,000〈全席自由〉 
　曲目＝ J. S. バッハ：前奏曲とフーガ ロ短調 BWV544、J. S. バッハ：コラール前奏曲「おお、人よ、汝の罪の大いなるを嘆け」 BWV622 
　　　　トゥルヌミール：「復活のいけにえに」によるコラール即興曲　他
アルヌルフ・フォン・アルニム　ピアノ・リサイタル　偉大なる遺産 〜ピアノ音楽の聖典〜 
 10月29日水 18：30 ベートーヴェンホール（江古田）  ￥1,000〈全席自由〉
　曲目＝モーツァルト：ピアノ・ソナタ 第16番 変ロ長調 K.570、シューベルト：ピアノ・ソナタ 第21番 変ロ長調 D.960 
　　　　ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ 第 29 番 変ロ長調「ハンマークラヴィア」 Op.106 

お問合せ　●武蔵野音楽大学江古田キャンパス演奏部 TEL.03-3992-1120　●武蔵野音楽大学入間キャンパス演奏部 TEL.04-2932-3108 　
※やむを得ない事情により､ 曲目等を変更する場合もありますので､ あらかじめご了承ください｡
※チケットは武蔵野音楽大学ウェブサイト http://www.musashino-music.ac.jp/ でもご予約ができます｡

平成26年度 武蔵野音楽大学・武蔵野音楽大学附属高等学校
夏期講習会のお知らせ

講習会名 実施期間 申込受付期間 会場

音楽大学受験講習会
第1期　7月28日〜7月31日 7月1日〜 7月14日

江古田
キャンパス

第2期　8月 2日〜8月 5日 7月1日〜 7月17日

高校受験講習会 7月28日〜7月30日 7月1日〜 7月14日

社会人のための
夏期研修講座※ 7月31日〜8月 2日 7月4日〜 7月18日（消印）

免許法認定講習 7月25日〜8月 5日 7月1日〜 7月14日（消印）

※社会人のための夏期研修講座は、下記の Ⅰ・Ⅱ  より各1講座、Ⅲ  より2講座を選択します。
● 中学生・高校生のためのピアノ指導法　●声楽指導法（スムーズなドイツ語歌唱のために～

問題点とその対処法～、根拠のある分かりやすい発声法のヒント、教科書の中の名曲 ― 発
声法と歌唱法 ―）

●編曲法の実際（アンサンブル＜吹奏楽を含む＞を編曲するための基礎知識＜和声法、楽器法＞
の習得とその応用）

●音楽科指導の実際（中学校を中心とした学習指導要領と指導の実際）
●小学生のためのピアノ指導法
●器楽合奏（打楽器の基本的な奏法や指導法の研究を通してアンサンブルの楽しさを体験する）
●ソルフェージュ（音楽能力を育てるソルフェージュ）
● 教材研究（ソナチネなどの小さなピアノ作品の音楽形式を分析研究し、作曲家からのメッ

セージを解き明かす）
●合唱指導　●カール・オルフの音楽教育　●個人レッスン（ピアノ、声楽のいずれかを選択）
●パイプオルガンのたのしみ「ベル・エポックのオルガン音楽」
●音楽療法入門　●楽器学入門（木管楽器の歴史）

※上記の他に行われる演奏会は、受講者全員を対象としています。

◎詳細は要項でご確認ください。
◎ 講習会要項の請求は、武蔵野音楽学園広報企画室（TEL.03-3992-1125）またはウェブサイトに

てお申し込みください。（要項は無料、郵送料は学園が負担します）
◎ウェブサイト http://www.musashino-music.ac.jp/

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

平成27年度
入学試験要項請求について

　武蔵野音楽大学の各入学試験要項は、江
古田キャンパスで取り扱っています。郵
送をご希望の方（平成27年度受験対象者）
には、無料でお送りいたします。本学園
ウェブサイトの「資料請求フォーム」から
ご請求ください。お電話でのお申し込み
は、氏名、住所、電話番号、および附属高
校、大学1年次、大学3年次編・転入、大学
院、別科の別をお知らせください。なお、
夏期受験講習会を受講の方には講習期間
中に配付します。

【お問合せ・請求先】
武蔵野音楽学園広報企画室
〒176-8521  東京都練馬区羽沢1-13-1
TEL.03-3992-1125
本学ウェブサイト
http://www.musashino-music.ac.jp/

　石毛宏典さんは、著書
の中で「良い結果を出す
にはプロセスが大事」と

おっしゃっています。現役時代は常
に不安だった、だから日々練習に励
んだ…結果が“良い”ものであったこ
とは言うまでもありません（編）。

編 集
後 記



武蔵野音楽大学楽器博物館だより──

　「花形楽器」として、時には華やかなファンファーレ
を吹奏し、時には甘美な音色でメロディーを奏でる楽
器、トランペットは、その歴史においても、輝かしい王
の威厳を象徴する楽器のスターであった。
　現在のトランペットは、十字軍により13世紀頃に
イスラムから伝わった直管のラッパから発達した。ト
ランペットは、ヨーロッパでまず軍隊の楽器として導
入され、ティンパニと共に自軍を鼓舞し、敵を畏怖さ
せる楽器として使われた。さらにトランペットとティ
ンパニは、宮廷軍直属に所轄され、祝典儀式などには
欠かせない楽器となり、両楽器の奏者には音楽家のエ
リートとしての高い地位が与えられた。1548年、神
聖ローマ帝国のカール5世がトランペット奏者を君主
直轄に配置したことで、トランペット奏者の身分は突
出して高いものとなり、特に「クラリーノ奏法」と呼
ばれる高音域の高度な吹奏テクニックは、王侯貴族の
前でだけ使用されることが許された。やがてこのクラ
リーノ奏法は室内楽演奏にも適応され、有名なバッハ
の「ブランデンブルク協奏曲第2番」は、このクラリー
ノ奏法を駆使した名人芸を披露するために作曲されて
いる。
　トランペットがオーケストラに定着した後も、この
楽器には引き続き騎兵隊などの部隊を象徴する役割が

任せられた。写真の楽器は、そのような軍器として用
いられたトランペットで、ピストンを持たない「ナチュ
ラルトランペット」に、所属する部隊を表すのであろ
う表裏異なる模様の部隊旗が付けられている。今に引
き継がれるトランペットの輝かしい
歴史を検証する資料といえよう。

（武蔵野音楽大学楽器博物館所蔵）

江古田キャンパス	 ●〒176-8521 東京都練馬区羽沢1丁目13-1
 TEL.03-3992-1121（代表）
入間キャンパス	 ●〒358-8521 埼玉県入間市中神728
 TEL.04-2932-2111（代表）
パルナソス多摩	 ●〒206-0033 東京都多摩市落合5-7-1
 TEL.042-389-0711（代表）

http://www.musashino-music.ac.jp/
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「江古田キャンパス楽器博物館」は、リニューアルオープンに向けて、現在休館
中です。平成29年度完成予定の江古田新キャンパス内にリニューアルオープン
いたします。なお、「入間キャンパス楽器博物館」及び「パルナソス多摩楽器展
示室」は通常通り開館しています。休館中は、ご迷惑をおかけいたしますが、ご
理解いただきますよう、お願い申し上げます。

江古田キャンパス楽器博物館休館のお知らせ

ナチュラルトランペット
ブージィ & Co. 作　1916年　ロンドン　全長69cm


